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第 ５ ２ 回 年

コロナ禍における
算数・数学の指導のあり方を考える

福島県教育センター 指導主事 大内 祐司

度

東北数学教育学会

小学

算数

中学

数学
前時の

内容

高校数学

1【手だて１】イメージ図

解決の見通しをもたせる

学び直しの内容の復習の充実

【手だて１】学び直しの実際 2

【手だて１】 【手だて２】 【手だて３】

【小学校２年生算数より】
下の しきの に あてはまる 数は どれですか。

の 中から えらんで，ぜんぶ いいましょう。

① 340=300+ ② 340＞300+ 0, 10, 20, 30, 40, 50

解の個数の違いに着目できたノート

提示した資料

【手だて１】学び直しの実際 3

【手だて１】 【手だて２】 【手だて３】
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4【手だて２】本時の板書構造

【手だて３】

前時の板書

本時の板書

5【手だて２】前時と本時の関連構造

6【手だて２】前時と本時の関連構造

前時の板書

前時の板書

本時の板書

7【手だて２】前時と本時の関連構造

前時の板書

前時の板書

本時の板書

前時の板書

本時の板書
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【手だて３】日常生活や社会の事象を取り入れた単元課題

単元課題の提示

単元課題の解決

単 元 計 画 の 作 成

8【手だて３】イメージ図

いわき市議会議員選挙は,有権者数277,046人
に対して，37人の議員を選ぶ選挙です。

当選するためには，何票集めればよい

でしょうか？

前期実践の単元課題 9

【手だて１】 【手だて２】 【手だて３】

日常生活や社会の事象を取り入れた単元課題の活用

単元最終授業問題

経営者として10～12月の売り上げを最大
にするための１個の値段は何円？

後期実践の単元課題 10

【手だて１】 【手だて２】 【手だて３】

日常生活や社会の事象を取り入れた単元課題の活用

単元最終授業問題

検証問題について 11

既習の学習内容を活用して
定義域で制限された２次関数の

最大値と最小値を求めることができるか
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検証問題解決に至る３つのＳＴＥＰ 12

START
STEP 1

STEP 2
STEP 3

GOAL

問題把握 平方完成
グラフ位置

把握
最大最小
判断

最大値
最小値

第２時 第３時 第４時 第５時

検証問題の既習の学習内容 13

検証問題解決に至る３つのＳＴＥＰ

平方完成が活用できるか？

検証問題解決に至る３つのＳＴＥＰ 14

START
STEP 1

STEP 2
STEP 3

GOAL

問題把握 平方完成
グラフ位置

把握
最大最小
判断

最大値
最小値

第２時 第３時 第４時 第５時

検証問題の既習の学習内容 15

平行移動の概念を活
用して

グラフの位置を
特定

できるか？

検証問題解決に至る３つのＳＴＥＰ
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検証問題解決に至る３つのＳＴＥＰ 16

START
STEP 1

STEP 2
STEP 3

GOAL

問題把握 平方完成
グラフ位置

把握
最大最小
判断

最大値
最小値

第２時 第３時 第４時 第５時

検証問題の既習の学習内容 17

対応するグラフを活用して

最大最小の判断
ができるか？

検証問題解決に至る３つのＳＴＥＰ

≪STEP1≫平方完成の定着 18

課題１
計算方法が定着しない

標準形

一般形

≪STEP1≫平方完成の定着 19

検証問題における学び直し

計算方法が定着しない

⇒標準形の必要性を喚起

標準形

一般形
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検証問題解決に至る３つのＳＴＥＰ 20

START
STEP 1

STEP 2
STEP 3

GOAL

問題把握 平方完成
グラフ位置

把握
最大最小
判断

最大値
最小値

第２時 第３時 第４時 第５時

≪STEP2≫平行移動の概念定着 21

課題２

平行移動の概念
が定着しない

≪STEP2≫平行移動の概念定着 22

事 前

正 答 30

誤 答 33

無回答 17

事前調査と事後調査の比較

≪STEP2≫平行移動の概念定着 23

（）内の数字が小さくなると右方向へ移動（）内の数字が大きくなると左方向へ移動
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≪STEP2≫平行移動の概念定着 24

右端の数字が大きくなると上方向へ移動右端の数字が小さくなると下方向へ移動

25

事 前 事 後 前後差

正 答 30 51 +21
誤 答 33 19 -14

無回答 17 10 -7

事前調査と事後調査の比較

量的検証 ≪STEP2≫平行移動の概念定着

26

事前調査と事後調査の比較

事 前 事 後 前後差

正答率 37.5％ 64％ +26.5％

量的検証 ≪STEP2≫平行移動の概念定着 検証問題解決に至る３つのＳＴＥＰ 27

START
STEP 1

STEP 2
STEP 3

GOAL

問題把握 平方完成
グラフ位置

把握
最大最小
判断

最大値
最小値

第２時 第３時 第４時 第５時
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≪STEP3≫最大最小の判断定着 28

課題３

最大最小の判断
が定着しない

≪STEP3≫最大最小の判断定着 29
事前調査の結果より

事前調査結果

正 答 34 42.5%

誤 答 29
57.5%

無回答 17

≪STEP3≫最大最小の判断定着 30

定義域⇔対応するグラフ⇔値域の連動

≪STEP2≫平行移動の概念定着 31

生徒の感想より

定義域の意味の学び直しの活動
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≪STEP3≫最大最小の判断定着 32

【手だて１】学び直し（中３）

最大値・最小値に係る

誤解の解消

≪STEP3≫最大最小の判断定着 33

定義域の両端で最大最小になると誤解

≪STEP3≫最大最小の判断定着 34

２次関数の増減の動きをイメージさせる

≪STEP3≫最大最小の判断定着 35

軸と定義域との位置関係で最大最小が変わる
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36

事 前 事 後 前後差

正 答 34 54 +20
誤 答 29 26 -3

無回答 17 0 -17

事前調査と事後調査の比較

量的検証 ≪STEP3≫最大最小の判断定着 37

事前調査と事後調査の比較

事 前 事 後 前後差

正答率 42.5％ 67.5％ +25％

量的検証 ≪STEP3≫最大最小の判断定着


